
１　主な被害状況（概数）

死 行　方  負 傷 者 全 半 一部 床上 床下 公共 その 都道 市

者 不明者 重傷 軽傷 壊 壊 破損 浸水 浸水 建物 他 府県 町

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟 村

神奈川県 1 3 12 1

静岡県 1 8 173

愛知県 3 1 4

山口県 1

愛媛県 1 2 28 1 4

福岡県 7 28

長崎県 1 6 27 1

熊本県 1 4 22 54 1 3

大分県 5 2 4 2 20 8 8 2

計 6 3 5 3 6 68 333 11 2 13

　【主な人的被害】

　＜７月１０日＞

  　長崎県

　　・諫早市において、田を見に行って増水した川に転落したと思われる８０歳男性が死亡

　　大分県

　　・九重町において、８１歳男性が土石流に流され行方不明　→１０日遺体で発見

　　・日田市において、５７歳男性、９１歳女性が土砂崩れにより行方不明

　　　　→１０日９１歳女性死亡確認

　　　　→１１日５７歳男性死亡確認

　　・九重町において、玖珠川に転落したと思われる６１歳女性、３１歳女性が行方不明

　　　　→１６日６１歳女性死亡確認

　　　　→９月２０日　３１歳女性死亡確認

　　※　九重町における捜索活動

　　　１１日　８：００～１６：００　消防・警察　１１１人（九重町～日田市間）

　　　１２日　９：００～１６：００　消防・警察・町職員　４７人（九重町～日田市間）

　　　１３日　９：００～１２：００　消防警察等　６０人（大雨洪水警報発令のため午後中断）

２　避難の状況

 （１）　避難勧告

　　※　表中の災対本部数には、すでに解散したものを含む。　

7月10日20:45 11日7:15解除

勧告日時 備　　考都道府県名 市町村名 対象世帯数 対象人数

相良村
熊本県 461

小計

小計

317

778
山鹿市

2,465

大分県
九重町 3

789

平成１７年７月８日からの梅雨前線による大雨の被害状況（第8報）

１ ４ 時 ０ ０ 分 現 在

人　的　被　害 住　　家　　被　　害 非住家被害 災対本部

平成１７年１０月１８日

消 防 庁

都道府県名

総計 （判明分）

16
3 16

10日15:00解除
10日17:00解除1,420 7月10日5:00

2,432

7月9日17:001,012

愛媛県
砥部町 8 17

小計 8 17

7月10日17:20
1世帯2人を除き
11日7:00解除
9月21日全て解除



 (2)　自主避難

３　地方公共団体の災害対策本部等の状況

 (1)　都道府県

　＜７月８日＞

　　福岡県

　　　１９：４３　　災害警戒準備室設置　→１０日３：０８災害警戒本部に切替

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→１１日４：２０解散

　　長崎県

　　　２１：３８　　災害警戒本部設置　→９日２１：１５解散

　＜７月９日＞

　　愛媛県

　　　１３：００　　災害対策本部設置　→９日１７：３０解散

　　愛知県

　　　１８：５０　　災害対策本部設置　→９日２３：００解散

　＜７月１０日＞

　　大分県

　　　　５：００　　災害警戒本部設置　→１５日１６：００解散

　　　　７：３８　　自衛隊に対し災害派遣要請（九重町における救助活動及び給水活動）

　　　　　　　　　　→１４日　８：３０撤収要請

　　　１１：５７　　自衛隊に対し災害派遣要請（日田市における救助活動）

　　　　　　　　　　→１１日１２：１０日田市における救助活動終了撤収要請

　　愛媛県

　　　　６：５４　　災害対策本部設置　→１０日１８：００解散

 (2)　市町村 13 市町村で災害対策本部設置（すでに解散したものを含む）

４　総務省消防庁の対応

　　情報収集体制を強化して対応

全員帰宅 1市町村2世帯12人佐賀県

27市町村327世帯662人

備考

全員帰宅

全員帰宅

全員帰宅

全員帰宅

全員帰宅

全員帰宅

1市町村1世帯2人
8市町村158世帯299人
5市町村86世帯166人

最大時

4市町村19世帯45人
3市町村18世帯45人
5市町村43世帯93人福岡県

長崎県

都道府県名 市町村数

静岡県

大分県
熊本県

世帯数 人数

愛媛県

計


